
完全週休２日実施支援モデル工事（試行）
■目 的 ・工事の工期は土日、祝日及び雨天などの不稼働日を考慮して必要な工期を発注者が算定し設定し

ているが、建設業界においては４週８休の取得が進んでいない状況

・若年労働者をはじめとする建設関係の担い手確保・育成を進めるため、受注者が安心して完全週
休２日を実施できるよう発注者が支援

■取り組み内容

（入札段階）
・積算基準書に基づく工期について、設定根拠や
モデル工事の取り組みを「見積参考資料」として
入札参加者に提示

（契約後）
・施工条件確認部会(*1)、ウィークリースタンス(*2)、
工程調整部会(*3)の対象とする。
・やむを得ず、土休日に仕事が必要な場合には代
休日を確保するルールを受発注者で設定

・発注者は土休日に監理（主任）技術者が仕事をし
ないで済むよう、また、休日確保のため平日に残
業が増加することが無いよう、ワンデーレスポン
スを適切に実施
・経費等の調査、休日取得に関する課題の整理

《見積参考資料》 （例）
１．計算条件：契約予定日 平成２７年１２月１０日（木）

作業所要日数２５４日
２．工期設定：本工事の工期には作業に要する日数に加え休日の他全土曜日等の作業
不可能日数、準備・後片付の日数を見込んでいる。
全体工期＝準備＋実作業日数（作業所要日数＋作業不可能日数）＋後片付け

（１）準備日数 ： ４０日
（２）実作業日数：３８６日 作業所要日数２５４日＋作業不可能日数１３２日
（３）後片付日数： ２０日
（４） 計 ：４４６日（＝（１）４０日＋（２）３８６日＋（３）２０日）
３．工期 ：平成２７年１２月１１日（金）～平成２９年２月２８日（火）
（契約の翌日より４４６日間）
内訳 実作業日数中の土日・祝日（１３２日）夏季休暇・ＳＷ・年末年始休暇を含む

後片付準備 実作業日数（作業所要日数＋作業不可能日数）

始
期
日

終
期
日

全体工期

（実工事期間）

月 火 水 木 金 土 日

作業 作業 作業 作業 作業 休 休

作業 作業 作業 作業 作業 作業 休

代休 作業 作業 作業 作業 休 休

作業 作業 作業 作業 作業 休 休

作業日と代休の設定例

■モデル工事（Ｈ２７）
・信濃川下流新光町やすらぎ堤その３工事
・国道２５３号八箇峠トンネル舗装工事
・Ｈ２７加賀拡幅加茂～中代地区舗装その１工事
・Ｈ２７加賀拡幅加茂～中代地区舗装その２工事

（＊１）施工条件確認部会

契約後速やかに発注者が受注

者に対して最新の施工条件を説

明する取り組み

（＊２）ウィークリースタンス

受発注者間のルールを定め仕

事の進め方を改善する取り組み

（月曜日を依頼の期限としない、

水曜日は定時退庁、金曜日に業

務を依頼しない）

（＊３）工程調整部会

工事のクリティカルパスを受発注

者間で共有する取り組み


